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ボーイスカウト宮城県連盟 

広報委員会 

ＳＣＯＵＴ みやぎ 2025 年 9月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 行事 場所 その他 

9/7(日) 

10:00-16:00 
(集合 8:00 解散 17:00) 

全国防災キャラバン イオンモール富谷 

2F 中央催事場 

※行事内容や申込等の詳細は、各団窓口担当に送付された案内メールをご参照下さい。 

県連 9 月の主要行事 

◎ 秋の野外活動における「熊」対策について  

・今年は全国で多くの熊出没情報が出ており、深刻な人身被害も続いております。 

 ・熊の活動が活発化する秋を迎えるにあたり、指導者各位におかれましては、野外活

動を行う際、熊の出没を念頭に置き各種対策を講じて下さるようお願いします。 

① 人がいることを予め熊に伝え、出会いがしらの遭遇を回避する。 

 熊鈴・熊笛・ラジオや蚊取り線香等、音や臭いを発するものの携行が有効です。 

② 食材や生ゴミ等、熊を誘引するものを外に放置しない。 

 キャンプ等での食材や残飯は、外に放置せず建物や車等への収納を徹底下さい。 

③ 万一遭遇してしまった際の対処方法を考慮しておく。 

   くま除けスプレーを携行する、熊と遭遇した時にとるべき行動を予めスカウトと

共有しておくなど、万が一の際の被害を最小化するための対策もご一考下さい。 

 ≪是非ご参考下さい≫ 
クマが逃げ出す「意外な最強アイテム」とは？撃退スプレーは〈事前にすべきこと〉がある【猟師歴 50 年

のベテラン直伝】 | ニュース 3 面鏡 | ダイヤモンド・オンライン 

◎ 津波警報等の発令への対応について  

 ・去る 7/30、カムチャッカ半島沖で発生した大きな地震に伴い、日本の大平洋岸に津

波警報が発令され、日本連盟総コミッショナーからも注意喚起が発信されました。 

 ・沿岸地域での活動中に警報が発令された場合は、活動を中止し、ただちに避難行動

をとるよう徹底下さい。また、適切な避難先を予め確認下さるようお願いします。 

理事会からのメッセージ 

① 2025 島キャン in 田代島 (石巻 6 団 8/15 金-17 日 田代島)  

◎ 去年１３ＮＡで意気投合した秩父１団のスカウトを島に招いてキャンプしたよ。 

 ◎ 船で渡って、海水浴して、復興祈念公園も見てもらって。充実のプログラム。 

 ◎ 食事は秩父名物「みそポテト、すいとん、むしゃくしなパスタ」と石巻名物「ずん

だ餅、油麩のお汁、海藻お吸い物」の豪華競演!!ゴミは残さず持ち帰りです。 

    

② 石巻市長表敬訪問 (石巻 2 団＆6 団 8/22 金 石巻市役所)  

◎ ＢＳ石巻協議会の代表スカウトが齋藤市長を訪問。７ＨＴＣ参加を報告しました。 

 ◎ プログラム成績(３部門で１位)を始め、派遣隊の頑張りを称えて下さいました。 

   

③ 泉区民ふるさと祭り (泉 1 団 8/23 土-24 日 七北田公園)  

◎ 恒例の夏祭り奉仕。BVS はタトゥシール、CS は空気鉄砲作り、BS は火起こし器、 

VS はパラコード結びで来場者をおもてなし。暑い中、みんな頑張りました。 

 ◎ 翌日は早朝からみんなで清掃奉仕。花火のカラやゴミをせっせと集めました。 

    
  

8 月の各団活動報告 

https://diamond.jp/articles/-/371009
https://diamond.jp/articles/-/371009


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪8/8(金)≫ 

◎ 入営 → 設営 ◎ 

    

◆各隊続々入営。昼食で腹拵えが済んだら、早速サイト割りして設営にかかります。 

◆暑さに気をつけ、ペースを考えながら、でも手際良く設営作業を進めていきます。 

 

◎ 開会式 ◎ 

    

◆少し暑さが和らいだ夕刻、参加者全員が揃って開会式が執り行われました。 

◆各県連旗の下、開会が宣言された後、各県代表がそれぞれの県を紹介しました。 

◆いよいよ明日から本格的な活動プログラムにチャレンジします。楽しみ楽しみ。 

【特集】 第 7 回北海道・東北ブロックキャンポリー(東北会場) 

≪8/3(日)≫ 

◎ 宮城県連壮行会 (塩釜公民館) ◎ 

    

◆県連盟主催７ＨＴＣ壮行会。参加各隊が塩釜に集い、大会への意気込みを示しました。 

◆県連役員からの激励と共に、参加章のワッペンと赤い大会統一帽が授与されました。 

◆最後に全員揃って記念写真を撮影。大会に向けて参加者の結束が固まりましたね!! 

≪8/9(土)≫ 

◎ 活動プログラム ◎ 

   

◆この日からいよいよ活動プログラムが始動。各隊とも全プログラムに挑戦しました。 

◆広大な場内に加えて、場外にもいろいろなプログラムが用意され、充実の内容。 

◆天候にも恵まれ、雄大な岩手山を望みながら活動する一日となりました。 

 

◎ 各隊食事の様子 ◎ 

    

◆配給される食材は同じでも、各隊思い思いに調理して、楽しく元気に食べています。 

◆夏の長期キャンプ。元気に過ごすには、やはり食べることが基本です。 

◆期間中は岩手ならではのメニューも。初めて食べた地元料理もイイ思い出になったね! 

 

◎ 交歓会 ◎ 

   

◆夕食後は、参加隊毎に他県の隊と交歓会を開きました。 

◆それぞれ輪になって、出し物を披露しながら自分の隊のイイところを紹介します。 

◆時間が経つほど皆さんのテンションが上がって、あちこちで雄たけびが。熊除けか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪8/10(日)≫ 

◎ 各隊の朝 ◎ 

   

    
◆各隊、この日も終日プログラムに挑みます。思ったより暑くないので体力は十分。 

◆昨日より少し余裕が出てきた感じ。キャンポリーナイトに向けた準備にも余念なし。 

◆他県のスカウトに負けないよう、今日も一日張り切っていくぞ!! 

 

◎ 閉会式 & キャンポリーナイト ◎ 

   

    
◆メインの活動プログラムを終えて、夜は閉会式といよいよ「キャンポリーナイト」。 

◆表彰式では、プログラムで 3 回 1 位になった石巻隊のつばめ班が表彰を受けました。 

◆各県の楽しい出し物となまはげの太鼓で大盛り上がり!!メッセージも良かったよ☆彡 

【特集】 第 7 回北海道・東北ブロックキャンポリー(東北会場) 

≪8/11(月)≫ 

◎ 雨が降りました ◎ 

 
◆ずっと好天に恵まれていた７ＨＴＣ。最終日の朝、ついに雨が降りました。 

◆朝食の前、宮城県連派遣隊全員で集合写真を撮影。岩手山もすっかり雲の中。残念。 

◆朝ごはんを食べたら、いよいよ撤営に入ります。雨の中ですが頑張りましょう!! 

 

◎ 各隊撤営  ◎ 

   

   
◆資材も自分の身体もすっかり濡れてしまいました。それでも皆さんすごく楽しそう。 

◆なぜか荷物が持って来た時よりデッカくなるのはお約束。頑張って突っ込みました。 

◆最後に、お世話になったサイトに「弥栄」を贈って感謝の気持ちを示しました。 

 

⇒ 順次撤収、以後各隊帰路へ。皆さん、お疲れさまでした!!  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

【今月のトップ賞】 

   
「おかえり ボーイ隊」                「なるほど」 

仙台 1団 CS 隊 古市副長                 石巻 6団 佐藤団委員長 

ボーイ隊が 7HTC から帰ってきたよ。      困った時頼りになるのはやっぱり仲間だなぁ。 

日焼けしてたくましくなったね。            それじゃあ、マネしてボクも!! パクパク。 

◎スカウトみやぎでは、皆さんの楽しい写真を随時募集しております。 

タイトル・所属団・隊・氏名・一言コメントを添えて、県連広報にお送り下さい。 

 【送り先アドレス】 prc@miyagi.scout.jp 

◎理事会で一番人気となった方に、木の手製チーフリングをプレゼント!! 

投稿作品 プチ・コンテスト 

特集「焚き火は楽し」 第 3 回  焚き火台 

環境保護のため，最近は焚き火台の使用が推奨されるようになりました。 

ですが、焚き火台も単に地面を保護するだけでなく、調理に適したもの、 

超軽量のもの、煙突効果で燃えやすいもの、二次燃焼の美しい炎を生む 

もの等、多様に進化し、色々な楽しみ方ができるようになっています。 

私も、バイクに積む時にはコレ、おでんを煮込むならコレ、夜半まで炎 

を眺めるからコレ、なんて妄想しながら、ついつい何台も衝動買いして 

家内に毎度ニラまれています。ホント次々欲しくなるんですよねー(汗)。 

仲間同士、各々の焚き火台を持ち寄り、拘りのスタイルを比べてみるのも楽しいですよ。 

焚き火台と灯る火には、その主の生き様がそこはかとなく顕れることに気づくはずです。 

そして、薪をじっくり熾火にし、全部燃え尽きるまで見守り、最後に焚き火台をひっくり

返してサラサラになった灰を払う時、少しの名残り惜しさとともに、焚き火を完遂した充

実感で心が満たされます。 

その気持ちは、幾度火を灯しても変わることなく続き、どんどん深まっていくのです。 

次回は着火について語ってみます。 

 

編集長の気まぐれコラム 

 

【発行】 2025 年 9 月 ボーイスカウト宮城県連盟 

広報委員会  委員長  紺野雅樹(文責) 


